
はじめに
　感染性胃腸炎は，多種多様の病原体，つまり多くの細

菌，ウイルス，寄生虫が原因となる疾患である．この中

でも国の病原微生物検出情報への報告数としてはウイル

ス性のものが最も多い．

　感染性胃腸炎の原因ウイルスの主要なものとして，ノ

ロウイルス（NV），サポウイルス（SV），ロタウイルス，

腸管アデノウイルス，アストロウイルスがある．これら

の中で，NVの報告数が最も多い．

　NVは主に経口感染でヒトに嘔吐，下痢などの急性

胃腸炎症状を起こす．NVは RNAウイルスで，大きく

genogroup （G） Ⅰ～Ⅴに分けられ，GⅠと GⅡが主に

ヒトに感染する．少なくとも GⅠは ，GⅡは の遺

伝子型が存在する．NVは糞便及び吐物に大量に排出さ

れ，症状消失後も長期に糞便中に排出されるため，注意

が必要である ）．

　 ／ シーズンは全国的に NVが大流行し，過

去最高の患者の報告がなされた ）．愛媛県においても同

様に，NVによる急性胃腸炎が多発した．そこで愛媛県

の流行状況を把握するために，感染性胃腸炎原因ウイル

ス検出状況の調査と，検出された NVの遺伝子型を指標

とした疫学的解析を実施した．

材料と方法
１　材料

　散発性胃腸炎患者の材料は 年 月から 年 月

の間に定点医療機関で採取された糞便を，集団発生事例

の材料は 年に発生した 事例の患者及び調理従事

者の糞便，食品，ふきとり検体を用いた．各材料は使用

時まで - ℃で保存した．

２　方法

　感染性胃腸炎起因ウイルス検索には，電子顕微鏡法

（EM），RT-PCR法，リアルタイム PCR法を実施した．

EMで検出されたロタウイルスは，イムノクロマト法（第

一化学）及び RPHA法で群別した．NV遺伝子の検出
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には，COGF/Rプライマーと RING TaqManプローブ

を用いた，影山ら ）のリアルタイム PCR法を実施した．

SV遺伝子の検出は，岡田ら ）の SV系プライマー（ st 

SV-F /R ，nested SV-F /R ）を用いた nested 

PCRを行った．

　さらに，NV陽性検体について NV系プライマー

（COG F/G -SKR及び COG F/G -SKR）を用いた

RT-PCR法により，NV遺伝子のキャプシド領域を増





幅し，その PCR産物についてダイレクトシークエンス

法により塩基配列を決定し遺伝子型別を行った．

結　果
１　散発性胃腸炎患者からのウイルス検出状況

　図 に， 年 月から 年 月までの，感染症発

生動向調査事業における感染性胃腸炎の患者報告数と散

発性胃腸炎患者検体からのウイルス検出率の推移を重ね

て示し，表 にウイルス検出状況の一覧を示した．本疾

患は例年冬季に患者数が増加し， 月から 月の穏やか

なピークと冬季の急峻なピークの， 峰性のピークを形

成する ）． / シーズンは例年より約 ヶ月早く

流行が開始し， 月に入り患者数が急増した．第 週（

月上旬）には定点当たり患者数は . 人 /週と非常に

大きなピークを形成し， 月の患者報告数は 人を

超える大規模なものとなった ）．

　ウイルス検出率の推移は，患者数の増減と相応した結

果がみられた． / シーズンにおいて， NVは

月頃から検出が増加し始め，例年より約 ヶ月早く 月

にピークを形成し，続いて 月も高い検出率を示した．

またその大部分が GⅡであった．さらに全検出ウイル

スに対するＮＶ（GⅡ）検出割合は 月が ％， 月

が ％であり，この時期の感染性胃腸炎の主要原因ウ

イルスであった．

　SVは例年 月から 月頃に検出されている． 年

に検出数が増加したが， / シーズンは 月，

月は ～ ％と低い検出率であり，春先から増加がみら

れた．ロタウイルスは例年と同様，主に 月から 月に

多く検出された．アデノウイルスで季節的消長がみられ

なかったこと，アストロウイルスが春に多く検出された

ことは，それぞれ例年の動向と同じであった ）．

２　集団発生事例のウイルス検出状況

　 年において当所が検査を実施した集団発生事例

の一覧を表 に示した．全 事例のうち 事例から NV

が検出された．特に / シーズンにあたる 月以

降の発生事例は， 事例中 事例の患者便から NV（G

Ⅱ）が検出され，さらに調理従事者や食品，ふきとり検

体から NV（GⅡ）が検出された事例もあった。 月，

月において発生事例数が増加したことは，散発性の

感染性胃腸炎患者の発生動向と相関するものであった．

３　検出ノロウイルスの遺伝子型の解析

　 / シーズンの散発性及び集団発生胃腸炎患者

から検出された NV（GⅡ）の遺伝子型別の結果を表

に示した．散発性では 例中 例（ ％）で GⅡ / が

検出された．その他に GⅡ / が 例（ ％），GⅡ / が

例（ ％），GⅡ / が 例（ ％）で検出された．集団発

生事例では 事例中 事例（ ％）で GⅡ / が検出さ

れた．

　次にこれらの検出株の塩基配列について，系統樹解析

を行い，結果を図 に示した．検体番号の頭 桁の数字



は検体採取年を示す． / シーズンに流行した株

は図 の GⅡ /  d に属するものが多いことがわかった．

考　察
　 / シーズンは NVが全国的に大流行した．国

の集計によると，感染症発生動向調査における感染性胃

腸炎の患者数は， 年第 週（ 月中旬）から大き

く増加し，第 週に定点当たり . 人と 年の調査

開始以来最高のピークとなった ）．愛媛県においても例

年より約 ヶ月早く 月に患者数が急増し， 月上旬（第

週）には定点当たり . 人 /と非常に大きなピーク

を形成した．それに相伴い NV（GⅡ）の検出率も 月

から増加し始め 月にピークを形成後， 月も依然と

して高い結果となった．集団発生事例についても NV（G

Ⅱ）に起因するものが大多数を占めた．

　これら散発性及び集団発生事例から検出されたNVの

遺伝子型は GⅡ / が多く，この GⅡ / 型が /

シーズンの散発性及び集団発生事例の胃腸炎の主要原因

となっていたことが示唆された．

　国立感染症研究所及び都道府県の衛生研究所が共同で

実施した GⅡ / 株のゲノム解析の結果， / シー

ズンに日本で流行した NV株は， 年初冬に世界各

地で同定された英国株，EU株，香港株と近縁で，これ

までにわが国で流行した株とは起源が異なることがわ

かった ）．県内で主に流行した NV株（GⅡ /  d）につ

いても，塩基配列解析から，新しい変異株であることが

判明した． 年春にヨーロッパで流行した株が広ま

り，日本でも大流行を招き，県内においても同様であっ

たといえる．今後も新しい変異株の発生を視野に入れ，

NVをはじめとした胃腸炎起因ウイルスの検出状況，患

者発生状況の動向には注意する必要がある．

まとめ
　愛媛県における， / シーズンの散発性及び集

団発生の胃腸炎患者からウイルス検出状況について調査

した結果，次の結論を得た．

１　例年より約 ヶ月早い 月に NVの検出が急増し，

そのピークは感染性胃腸炎患者数と相関していた．

２　検出された NVの遺伝子型は GⅡ / 型であり，

年春にヨーロッパで流行した変異株であった．

文　献
１） 国立感染症研究所感染症情報センター：病原微生物

検出情報， ， ， - （ ）

２） 影山努ほか：Vita， ， - （ ）

３） Okada，M．et al. ：Arch. Virol. Jul. ， ，

- （ ）

４） 近藤玲子ほか：愛媛衛環研年報， ， - （ ）

５） 愛媛県感染症情報センター：愛媛県感染症発生動向

調査事業報告書 （ ）

６） 大瀬戸光明ほか：愛媛衛環研年報， ， - （ ）

７） 国立感染症研究所感染症情報センター：病原微生物

検出情報， ， ， - （ ）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 2.40
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 2.40
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


